








 

脱髄性疾患の一つである Adrenoleukodystrophy(ＡLD)は伴性劣性遺伝を示す脱髄疾患で

あるが本症の診断法として副腎,睾丸,末梢神経等の生検による形態的診断法と生化学的に

脂肪酸を分析して超長鎖脂酸の分析による方法が報告されている。本研究では採取に容易

な患者血清を用いてガスクロマトで診断が可能かどうか更にキャピラリーカラムを用いて

本症患者の診断法を検討した。 


